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[image: image6.emf]（借方） 現 　金 100万円 （貸方） 借入金　100万円

（借方） 現 　金  10万円 （貸方）使用料 10万円

●100万円お金を借りました。

●10万円の使用料を受け取りました。
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貸子　前回までに、複式簿記と発生主義会計について説明したけど、今回からは財務諸表について説明するね。

借男　素朴な質問ですが、その財務諸表って？

貸子　財務諸表とは、財政状態や経営成績を報告するための決算書類のことよ。民間企業では、貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書、株主資本等変動計算書という、４つの書類のことで、財務４表とも言うのよ。
借男　分かりました。

貸子　ちなみに、大阪府で作成する財務４表は次のとおりで、民間のものと比べると、名称の違いはあるけど、対応する財務諸表の内容は大きく変わらないのよ。
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建設仮勘定 資本剰余金

投資その他の資産 利益剰余金

有価証券 純資産合計

長期貸付金

貸倒引当金

資産合計 負債純資産合計

貸借対照表

平成○○年△月□日現在


借男　そうなんだ。でも、民間の財務諸表のことも分からないので、説明よろしく。

貸子　それでは、今日はそのうちの貸借対照表について説明するね。
少し復習になるけど、前に複式簿記の５つのグループっていうのを説明したけど、覚えている？

借男　えっと確か、資産があって費用っていうのがあって・・・、あとは何だっけ？

貸子　資産、負債、純資産、費用、収益の５つ。
借男　そっ、そうでした。ド忘れを・・・。
貸子　ほんと？資産・費用は増えると左側の借方に記録して、負債・純資産・収益は増えると右側の貸方ということを説明したけど、今日は違う視点でこの５つのグループをみてみるね。

資産と負債と純資産。この３つはストック情報として記録されるもので、費用と収益はフロー情報として記録されるものなの。

借男　前回は確か、収益と費用を対応させるという話で、減価償却費や引当金のところで説明してもらったけど、その収益と費用はフロー情報なんだね。

貸子　そうよ。それで、残りの資産、負債、純資産という３つのグループがストック情報。このストック情報を表示するのが、財務諸表のうち貸借対照表（たいしゃくたいしょうひょう）なの。
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プラスの財産（将来収益を得る見込み

のある財貨及び権利）

建物、土地、現金預金など

費　用

収益を得るための経費の支出等

人件費、消耗品費、減価償却費など

借男　貸借対照表ね。何とも言いづらい名前。
貸子　文句言わないの。でも、貸借対照表は英語では
Balance Sheet（バランスシート）、略してBS（ビーエス）
とも言うから、言い方としてはそれでもいいと思うよ。
借男　ビーエスね。何でも横文字や略語にすればいいって訳ではないけど、でも少しかっこいいかも。
貸子　名前や言い方はともかくとして、資産、負債、純資産というストック情報を計上するのが貸借対照表で、収益と費用というフロー情報を計上するのが損益計算書。

[image: image13.emf]（借方） 光熱費　 1万円 （貸方） 現　金     1万円

（借方） 土　地　100万円 （貸方） 現　金　100万円

●1万円の光熱費を払いました。

●100万円の土地を購入しました。


借男　分かりました。貸借対照表には、資産、負債、純資産。損益計算書には、費用、収益だね。
貸子　そうよ。では、第２回の複式簿記の説明の際に、支出の例として土地の購入と光熱費の支払い、収入の例として借入金と使用料のことを説明したけど覚えている？
借男　さすがに１か月半も前のことだからきれいに忘れちゃった。

貸子　何ですって、借男さん！
借男　うそうそ。ちゃんと鮮明に覚えております。

貸子　でも、とっても不安だからもう一度説明しておくわ。しっかり聞いて覚えてよ。支出では、土地を購入する場合は土地という資産が増加して、光熱費を支払う場合は費用が増加する。貸方で現金が減るのはどちらも同じだけど借方の科目が異なるの。仕訳は次のとおり。

借男　そうそう。こんな感じだった。

貸子　やっぱり忘れてたでしょう。

借男　ごめんなさい。今度はちゃんと覚えるから。次の収入は？

貸子　ほんとに覚えてよ。次に、収入では、お金を借りる場合は負債が増加して、使用料を受け取る場合は収益が増加する。借方で現金が増えるのはどちらも同じだけど貸方の科目が異なるのよ。仕訳はこう。

借男　収入も確かこうだった。こちらもちゃんと覚えます。
貸子　頼みますよ。それで、支出の場合の土地の購入と収入の場合の借入金の増加、この２つは資産と負債のグループに属するから貸借対照表に計上されて、光熱費と受取使用料は費用と収益のグループだから損益計算書に計上されるのよ。現金は資産のグループだから、増減した場合は貸借対照表の現金という科目に計上するの。
借男　なるほど。同じ収入・支出でも行き先が違うんだね。

貸子　そう。貸借対照表は、土地のほかに建物や有価証券、貸付金、現金などが資産として計上されて、企業がお金を銀行から借りたり、社債を発行したりすると、それが負債として計上されるの。それと、企業が株式を発行するとそれが資本金や資本剰余金という科目で、純資産の部に計上されます。
あと貸借対照表の特徴としては、ある時点での残高を示すことなのよ。例えば、その会社の決算が３月３１日だとすると、その時点においてどれだけの資産、負債、純資産をもっているのかというストック情報を明らかにするの。

借男　何となくは分かったけど、具体的なイメージがわかないな。

貸子　イメージとしてはこんな感じ。


借男　さっきの５つのグループを図にし

たときの資産、負債と純資産と同じだね。

貸子　そのとおり。左側が資産の部で、
流動資産と固定資産に分かれているの。
流動資産は流動性が高いもの、現金と

か、すぐにお金に変えられるもの。固定
資産にはすぐにはお金に変えられないも
のと、建物など売却することを想定して
いないものなどが計上されるの。
建物などについては減価償却累計額を
控除した金額になっているよ。
借男　減価償却費が積みあがったものが
減価償却累計額だったよね。
貸子　うん。だいぶ思い出してきたようだけど、減価償却費のことは忘れないでよ。
それで、右側の上段が負債。これも流動と固定に分かれていて、通常、１年以内に返済される予定のものは流動負債、そうでないものが固定負債に計上されている。
　右側の下段が純資産。ここには企業の元手として株主から出資された資本金と資本剰余金。あとは利益の蓄積である利益剰余金などが計上されているわ。
　ちなみに、貸借対照表の構造上、借方と貸方の金額は一致するよ。
借男　何で借方と貸方が一致するの？　資産の金額と、負債と資本金などを足した金額が一致するとは限らないよね。

貸子　いい質問ね。借方金額と貸方金額は、純資産の部の利益剰余金の欄で調整されるの。ここは損益計算書の当期収支差額の金額と同じになるのだけど、詳しくは次回説明するね。
借男　そうかまだまだ続くのだね。この連載は。
貸子　連載も会計制度改革もまだまだ始まったばかり。いろいろと前途多難だけど、しっかり頑張ろうね。

　　　　　大阪府会計局新公会計制度グループ
電 話：06－6944－6460
　　　　　　　　F A X：06－6944－6733
　＊＊＊　次回は、平成２２年９月２４日（金）予定です　＊＊＊






今回からは、複式簿記によって作成される財務諸表についてお伝えしていきます。本日も好評営業中です。
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貸借対照表！





ここがポイント⑥


貸借対照表は、ある一時点において、どれだけ資産、負債、純資産があるかという「財政状態」を明らかにする財務諸表です。





ち、賃借対照表？





複式簿記講座


第４回　貸借対照表とは





借男・貸子の





会計局新公会計制度Ｇ








PAGE  
5

